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RD20 サマースクールレポ―ト、於フランス・プラプテル、2023 年 7 月 2 日～7 日 
 
7 月上旬に、フランスアルプス北部のグルノーブル郊外にある閑静な場所に、5 大陸 16 ヶ国から

65人の研究者が集まりました。このグループは若手研究者とシニア科学者から構成されており、

再生可能エネルギーや持続可能性に関する最新の研究成果や動向について、1 週間にわたり広範

な講演や議論が行われました。 
 
このサマースクールは、脱炭素化分野に従事する G20 各国の主要研究機関（R&D）の国際連携

RD20 の一環として初めて開催されたものです。博士課程の学生、博士号取得研究員、および初

期キャリア研究者に、世界の専門家から低炭素エネルギー技術やシステムについて詳しく学び、

他国の研究員との新たな繋がりを築き、協力を模索する機会を提供することを目的としています。

フランスの主要研究機関であるフランス原子力・再生可能エネルギー庁・新エネルギー・ナノ材

料開発センター（CEA）と フランス国立科学研究センター（CNRS）により主催されたスクール

では、参加者が研究施設の取り組みを直接体験できる研究室ツアーも企画されました。 
 
このイベントでは、世界のエネルギー状況、再生可能エネルギーの生産、エネルギーキャリアの

貯蔵と変換、水素や燃料電池、カーボンリサイクル、システムのライフサイクルアセスメント、

クリティカルマテリアルの認識、社会および経済への影響等、幅広いトピックが取り上げられま

した。また、様々な社会的、経済的背景を持つ参加者に、同僚や著名な専門家と出会い、交流し、

学ぶことのできるユニークなフォーラムの場を提供することで、自分たちの仕事、ひいては人類

の未来に利益をもたらすような新しいアイデアを出し合うことに集中してもらうことができまし

た。 
 
意欲的な参加者や専門家も、このイベントを RD20 の目に見える成果の１つとして高く評価して

いました。また、広範な研究の努力を共有し、カーボンニュートラルや持続可能な経済の実現に

向け、エネルギー転換という世界的な目標にどのように貢献できるのかが理解でき、それを伝え

ていく重要な機会が得られたと強調していました。さらに、主催者、参加者共々が、この新しい

プラットフォームをインスピレーションの源として機能させ、次世代研究者のための協調学習や

視点の共有、ネットワーキングのための場として、また RD20 の目標を推進する場として、毎年

開催することを期待していると述べました。 
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講演では、世界の主要研究開発機関の専門家から低炭素エネルギー技術とシステムについて詳しく学ぶ機会が提供さ

れました。 
 
主催者からのメッセージ 
 

 
Florence Lefebvre-Joud 
CEA の研究ディレクター  
フランス 
新エネルギー・ナノ材料開発センタ 
ーの国内外学術連携責任者 

RD20 は、地球の保護という共通の志を抱きながら

も、地理的、政治的、経済的に異なる状況下に置か

れている世界中の科学者を集めるのに最適なフォー

ラムとなっています。また、RD20 はこれらの科学者

が、気候変動の緩和は 1国から提案された 1 つの解

決策によらないという明確な理解のもと、技術的な

解決策を共に見出す機会を提供しています。私たち

は CNRS の同僚と協力し、このイベントの開催地と

してグルノーブルに近い場所を選び、再生可能エネ

ルギーを専門とする研究所を訪問する機会を設けま

した。 
私は主催者として、研究者が集まり、暫く一緒に滞

在し、若手研究者が同僚やシニア専門家とオープン

に交流したり、議論に進んで参加してもらえるよう

な環境を提供したいと思いました。 地球の未来と気

候変動には、若手世代が取り組むことになるため、

彼らが世界中の様々な分野の研究者とネットワーク

を構築できるように支援することが重要です。この

ため、 私たちは彼らに議論を行い、G20 関係者全員

に重要となるような推奨事項やメッセージをまとめ

るよう依頼しました。 最後に、私たち研究者が何か

永続的なものを築いていきたいのであれば、サマー

スクールを毎年開催していく必要があります。 
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講師からのメッセージ 
 

 
Eniya Listiani Dewi 
BRIN の 研究教授  
インドネシア 
燃料電池と水素技術、国家的研究と 
イノベーション 
 

脱炭素社会の実現には、政府、企業、研究者、社会

等、多くの関係者の協力が必要です。国際会議 RD20 
を通じて、私は経済成長と脱炭素を同時に達成する

ために集まった他国の研究機関や、それら機関との

共同の取り組み、また研究資金の概要について知る

ことができました。技術的ソリューションは、常

に、場所ごとに異なる現地の要件を満たさなければ

ならないと私たちが考えていることを指摘しておき

たいと思います。協力を成功させるためには、先進

国と発展途上国の間に存在する格差を克服し、困難

を伴に乗り越えることが必要ですが、そうすること

で格差を回避し、再生可能エネルギー導入に向けた

取り組みを加速させることができるようになるはず

です。 
講演を通じ、若い研究者の熱意と 高い教育レベルに

触れることができ、このイベントが RD20の取り組み

を他の研究者に周知するのに役立つものと確信して

います。 この意味で、サマースクールは、RD20のリ

ーダーズセッションで議論されたことが、初めて目

に見える成果として現れたものと言えます。 
 
 

 
Anthony Burrell 
NREL の エネルギー貯蔵のリーダー 
アメリカ 
蓄電技術 
 

エネルギー転換をできるだけ早く実現する時期が来

ており、RD20 サマースクールは、私たちの取り組み

を成功させるために極めて重要です。相互接続され

たデバイスの世界が、エネルギー全体の状況の中で

どのように結びついているのかを考えずに、単一の

テクノロジーだけでエネルギー転換を達成すること

はできません。 サマースクールでは、私たちが集ま

り、エネルギー転換をどのように達成していくのか

について話し合うとともに、初期キャリア研究者に

達成のための課題が何であるのか、自分たちの研究

がエコシステム全体のどこに当てはまるのか、また

システム全体がどこに向かっているのかについて広

く考えてもらうようにしましたが、このことは私た

ちの共通理解を深めるうえでとても重要です。 
私たちは皆、国益や研究の焦点を持ち合わせていま

すが、科学者の世界的なコミュニティとして結集

し、先進国だけでなく開発途上国を含めた世界の多

様なエネルギーシステムをどのようにまとめていく

のかを考えることが重要です。私たちが協力し、学

び合うことが、今後の課題や要求を満たしながら、

取り組みを加速させる唯一の方法です。  
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若手研究者の声 
 

 
Ali Asgarian 
NRC の 研究員 
カナダ 
先端材料研究施設 
 

現在カナダが抱えている問題の 1 つは、この国を悩

ませている多くの山火事です。 気候変動だけが原因

ではありませんが、山火事の激しさに影響する重要

な要因の 1 つとなっています。煙や粉塵が米国のよ

うな近隣諸国や、遠く離れた西ヨーロッパの人々に

まで影響を及ぼしているため、私たち人間がこの問

題の解決に向けて協力し、互いに支援していかなけ

ればなりません。 
RD20 サマースクールは、気候変動に取り組む世界中

の研究者が一堂に会し、互いにコミュニケーション

を図り、研究のアイディアを共有し、繋がりを作

り、協力を始めるために非常に重要な取り組みで

す。 
この会議を立ち上げた政策立案者は取り組みを続

け、既存の障壁を取り除き、気候変動の問題に団結

して取り組んでいる私たちを支援するために、さら

に会議をまとめていくべきです。 
 
 
 

 
Gisu Doo 
KIER のエネルギー研究者  
韓国 
水の電気分解によるグリーン水素の 
製造 
 
 
 
 

私は洪水や砂漠化といった気候変動に苦しむ人々を

見て、「持続可能な研究を行い、他の人々が世界を

より幸福な場所とするのをサポートしなければなら

ない」と思いました。 
サマースクールに参加した理由は、海外の他の研究

者がどのような研究に取り組んでいるのかを常に知

りたいからです。RD20 のサマースクールでは、海外

の多くの研究者と出会い、多くのことを学ぶことが

できます。例えば、研究グループが注目している研

究動向を知り、これらを自国に適用することができ

ます。私の希望は、RD20 の韓国のエネルギー大使と

なり、韓国での経験を水素エネルギー社会の構築を

目指す他の研究者たちと共有することですが、水素

エネルギー関連の技術には、まだ改善の余地が大い

にあります（韓国だけでなく他の国においても）。

サマースクールやRD20 の取り組みにより、他の研究

者と繋がりが持てるのでモチベーションをさらに高

めることができ、またネットワークや知識伝達の機

会が得られるので、脱炭素社会の発展に貢献するこ

とができます。 
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Boitumelo Tlokolo 
CSIR のエネルギー産業チーム 
南アフリカ 
エネルギー転換による社会経済的な 
影響 
 

エネルギー転換は社会経済にマイナスの影響をもた

らすため、この影響を最小限に抑える必要がありま

す。 RD20 のサマースクールは、他の若手研究者が

各々の研究機関で何を研究しているのか、どうすれ

ばよりうまく協力できるのか、私たちの研究のどこ

にギャップがあるのか、どのような教訓を学んだの

か、そして各々の研究を強化するためにどのように

協力できるのかを学ぶことのできる場所です。 
世界各国には各々独自の課題やチャンスがありま

す。開発途上にある多くの経済国で採用可能なイン

パクトのある研究を実施することで、私たちは RD20
の取り組むべき全体目標に貢献することができま

す。 
カーボンニュートラルな経済への移行には、世界的

な取り組みが必要です。優れた知識の交換や協力、

アイデアの共有を通じて団結し、革新的なソリュー

ションを考案し、エネルギー転換を誰一人取り残す

ことがないよう、包括的に進めることが重要です。 
 
 

 
Nithin Manjooran Cherian 
TERI の再生可能エネルギーエンジニ 
アリングと管理 
インド 
風力資源評価、カーボンニュートラ

ル、持続可能な航空燃料 

私がこの分野の仕事に携わった理由は、産業部門の

パートナーと協力し、気候変動の影響を抑制するた

めです。また、化石燃料への依存を減らし、環境の

健全性に貢献したいと考えています。 
私はRD20 のサマースクールに参加し、研究者や対象

分野の専門家や同僚と協力し、エネルギーシステム

を脱炭素化する方法について（技術や社会経済的観

点から、様々な問題を）議論するのを楽しみにして

いました。 
カーボンニュートラル経済への貢献の１つとして、

長距離の旅行を脱炭素化し、持続可能で経済的な移

動を可能とするため、航空分野における取り組みに

従事しています。様々な科学コミュニティと対話

し、国家が将来世代のためにより持続可能なライフ

スタイルや世界を築けるよう、エネルギー転換を加

速する学際的な研究活動に取り組むことで、私たち

は RD20の取り組みの全体目的をサポートすることが

できます。 
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参加者は、このイベントを協調学習やネットワークの構築、RD20 の目標を推進する場として高く評価しました。 


